
 

 

 

理論機関誌創刊号目次 

 

１ イグレン理論誌の発行にあたって    芝 忠 

２ イグレン 30年から学ぶこと    芝 忠 

３ 地域活性化私論 私の秋田移住の 7年間   宮川豊 

４ 国際協力機構（ＪＩＣＡ）本邦研修実施報告  加藤文男 

 

イグレン理論機関誌創刊号のご要望があればお送りします。 

事務局へご連絡ください。 

 

 

 

 

編 集 後 記 

 

2015年初頭のスタッフ会議において決定したイグレン理論機関誌も 

第 2号の発刊となりました。今回は、イグレン第 32回定期総会における

金子和夫理事の記念講演及びイグレンが政策提言に取り組む「中小企業振興

条例」上程活動について掲載しました。 

3.11東日本大震災による福島第一原発事故以来で脱原発の声が大きくな

る一方、再稼働の動きがあります。今回の講演では、従来の原発でもなく、

脱原発でもない安全でプルトニウムを発生しない第三の方法である「トリウ

ム溶融塩炉」の技術開発の必要性を訴えています。概要の説明と共に資料を

ご参照ください。 

一方、神奈川県中小企業活性化条例が制定され、５年を経過し、改善提案

の募集が各都市で行われています。イグレンの政策提言活動の一端として

「中小企業振興条例」制定の背景及び具備すべき条件を考察し、川崎市議会

に提言した中小企業を守り、成長発展させる基本条例案を愛賢司事務局次長

が紹介しました。 

次号第３号は、2016 年 9月を予定しております。自由な内容でできる

だけ広い範囲から多くの方々のご投稿を期待しております。投稿原稿の受付

は始めています。締め切りは 2016年 7月 20日です。 

会員だけでなく、広く関係の皆様のご投稿を歓迎します。 

                         （加藤文男記） 

  



 

 

  

神奈川県異業種連携協議会の沿革 

 

1983.2     テクニカルショウよこはま’83に 7異業種グループが出展 

同 上   第 1回神奈川県異業種交流大会(産業貿易センター)に 12グループ 70名参加 

1983.5     「異業種グループ交流フォーラム」を 10団体により、工業試験所技術情報セ

ンターに設置。異グ連の母体となる。 

1984.2     第 2回神奈川県異業種交流大会(工業試験所)で、「異グ連」結成と、「全国集会」

開催を決議。270名参加。 

1984.4.20   神奈川県異業種グループ連絡会議発足(工業試験所)23団体参加。 

1984.9      ビッグフォーラム’84(異業種交流全国集会)2,400名参加、県民ホール 

1988.2     異業種交流サミット´88小田原大会 450名(地域大会の始まり) 

1988.9    ‘85神奈川異業種交流プラザと米沢電機工業会が広域地域間交流提携(始まり) 

1991.2     第１回日韓シンポ(横浜)(海外提携の始まり) 

1995.4     「神奈川異業種交流センター」開設 

1999.1     神奈川県中小企業政策研究会設立 

2003.9     まんてんプロジェクト発足 

2004.2     「地域産学交流サロン川崎」発足(地域サロンの開始) 

2004.4     ㈱JASPA設立 

同  上    異グ連 20周年記念行事、国コーディネート事業実施 

2005.11     JICA研修始まる。 

2013.6     「神奈川県異業種連携協議会（イグレン）」と改称。 

2014.11.28  イグレン 30周年記念行事 

2015.6.15  第３２回総会 

 

 

かながわイグレン理論機関誌 
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